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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 データの出現しやすさを表現する関数である尤度を最大にする統計量（最尤推定量）に関しては推測統計学のパイ
オニアである R.A. Fisher 以来膨大な研究がなされてきた。母集団の滑らかさ等に関する正則条件が成立する場合は、
最尤推定量は一致性・漸近正規性だけではなく、有効性やある種の最適性を持つ。しかしながら、回帰分析や時系列






点数を増加させれば漸近的には離散 Fisher 情報量は連続 Fisher 情報量に一致することを証明した。さらに、離散観
測時間間隔を固定し、観測時間を増加させた場合の情報量の比と差を精密に評価した。 
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